
[国] コミュニティ・スクールとは
『学校運営協議会』を設置している学校のこと。平成 16年に法制化した仕
組みで、平成 29 年に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」を一部
改正し『学校運営協議会』の設置が『努力義務化』された。

[市川市] 市川版コミュニティ・スクールとは
国では『学校運営協議会』を設置している学校をコミュニティ・スクールと
言うが、市川市では『地域学校協働本部』という地域から学校を応援する組
織も合わせて設置することで、二つの組織の相乗効果を期待している。両輪
の関係である二つの組織が設置された学校や地域のことを“市川版コミュニ
ティ・スクール”と呼び、地域と学校の連携・協働体制の充実を図るもの。

[組織①] 学校運営協議会とは
市川市教育委員会から任命された地域住民、保護者の代表等、15 名以内の
委員が一定の権限と責任をもって学校運営に参画する“学校にある学校応援
団”のこと。校長が作成する学校運営の基本方針を承認したり、学校関係者
評価をしたり、地域・保護者の意見を学校運営に反映させ、学校教育をどの
ように進めていくかを「熟慮」と「議論」を重ねて意見を合意形成する組織。

[組織②] 地域学校協働本部とは
中学校ブロック及び義務教育学校区を単位に設置する“地域にある学校応援
団”のこと。市川市教育委員会から委嘱された地域学校協働活動推進員（旧
称：学校支援コーディネーター）を中心に、学校のニーズを引き出し、地域
のネットワークを活用して様々な教育活動や地域活動をサポートする地域
と学校のパイプ役。また、地域と学校が連携・協働して、学校を核として地
域全体で未来を担う子どもたちの成長を支えていく様々な活動を総称して
『地域学校協働活動』と言う。

 
 

市川市が築き上げてきた学校地域連携の取組を基盤に、子どもたちが、変化の激し
い予測困難な未来をたくましく生き抜けるように、地域の大人が当事者意識を高め、
社会に開かれた教育課程を具現化する、より強固で持続可能な仕組みづくりを推進し
ていきます。






